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lDlg 海外からの技術系人材およびリソース 導入についての 調査研究 
一 ロシアの事例 一 

0 八代 英美 ，小林俊哉，亀岡秋男 ( 北陸先端科学技術大学院大 ) 

はじめに るが，日本の 学校は 6 万 校 ( 職業訓練佼や 保育所など ヵ湖り 

近年，経済のバロⅠ ，や Ⅲ ヒを 背景に海覚での 現地生 粋 ) なので，人口比にしてもロシア キカ かなり学校が 多いと 

産や製品開発など 技術経営のバロ @ バ ツリヒ の必要性が認 い える。 社会主鼓手代に 形成され ; た 優れた教育システム 

試 されている。 期を同じくして ，日本においては 少子高 "" 。   。 """" 瑚 " 端 。   " 。 。 。 "' てお 
齢 化による熟練労働人口の 低下力軽士会問題化しており ， 。 ，教育。 "' ル 。 " 。 ， " 。 。 最 " は優秀。 若 """ 。 
海外からの人材および 技術リソース 導入 は 今後の日本の ニア が育ってきており ， lT 人材のアウトソーシンバ 先 

競争力維持のためにも 重要な要素となっている。 本研究 としても有望視されている。 

は 少子高齢化の 時代，鰍からのハイテク 人材および技 '   。 。 " 。 。 """ 。 "' 。 

術 導入についてロシアの 例をあ げて可能性を 検証する。 ロシアには冷戦期に 蓄積された軍事技術と ，社会主 

    訂 Ⅰ研究の目的 義 時代のすぐれた 初 ・中等教育システムが 存在しており ， 

]. なぜロシアなのか ? 日本にとっては 0 時のリソース 供給源であ るといえる。 
本研究の目的は ，ロシアとの 技術パートナーシップ 最近のロシアは 経済回復が著しく ， B Ⅲ Cs の一員とし 

を研究することにより ，日本企業の 戦略的な競争力を 強 て目覚し、 軽済 発展をとげており ，日本企業にも 格好の 

ィヒずるモヂル を構築することであ る。 21 世 帝湘の グローバ 将来市場を形成しつつあ る。 日本企業のロシア ゆ 進出 
ル夷 @ 社会において ，有効なリソースの 活用方法を ロシ はまさに 練攻冷で ，ダイムラ一に 先立つ 笈 tD5 年 6 月 

アと のパートナ）シップ 調査を通じて 提案する。 グロー ㏄ トョタ のロシア進は :f 由 ロシアでも大きな 話題の的と 

バル技術経営の 先進事例として ，飛躍的な成長をとげる なった日ロの 経済交流は停滞する 政治関係を超越して 

B Ⅲ C8 ① 屯杣 ， Ru 鮒鵬 Ⅱ 由 a ㎡上仙めの事例としてロシア 躍進している。 

をとりあ げる。 ロシアと日本という 異質な知を持った 国 このような日ロの 関係改善を反映して 日本にも多く 

民の間のコラボレーションを 通じ，両国民の 知の相互 補 のロシア人が 来訪するようになっ 7%  日本在留外国人中 

完 により，新たな 知を創るパートナ し 、 シップのあ り方を のロシア人の 比率は過去 10 年間で 3 倍になっ ねプ一 

"" 。 。 。 """" では今後が期待さ ォ t 
る ロシアとの連携を 萌芽的に取り 上げる 

ことで，今後の 日本に新たな 社会価値を 
( 図 1) 日本在留外国人中の 口、 ンア 人の比率 

生むパートナーシップのポテンシャルを       

さく。 り ，そのあ り方を探求した、 ㌔ 

2. ロシアの人材 

マイクロソフトやインテルなど ，ア 

メリカの主要Ⅱ企業では 今やエンジニ 

アの数Ⅰ㏄屋がロシア 人、 であ り，インデル 

の最大のⅡ あ D 拠点 は モスクワにあ るな 一
 
'
 
 
 

一
 

"
 

㏄
 鯛
 ㏄
何
 %
 ㈹
 

」
 

 
 

ど ，アングロサクソン 型コラボレーショ @l ｜   
ンで 目覚しい成功を 収めている。 ロシア 

  
l2 ㏄ 十一 

    
0 人材は世界各国でそ o,m 優秀な克朗ぼを 認、 

  

                      """" 一 """"" ' 
卸 されている。 出典 : 法務省在留外国人統計からき 者 加工正三 - 芦 ， 犠 襯                 
ロシアには 総 : 数で約 蝸万 の単使があ 
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" 硫 "" ハ 。 " 。 """" 。 " 。 ( 図 2) ロシアと日本が 付き合うメリットは 何だと思いますか ? 

奏し，近年の 経済発展状況は 目覚しい 

ものがあ る。 小泉総理も ， 日ロ間の貿 

易額は，日米間の 如今 の 1, 日中間や 

日 EU 間のお分の 1 に止まっており ， 

ロシアの国力を 考え方 ソま 日ロの経済関 

係の発展には 大きな潜在的可能性があ 

ると進言している [lL 。 

経済が安定し - 百豊かになった ロシ 
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アで広 中・上流階級の 間で日本 ブ一   
ムが 起こっており ，自動車や家電など 

0 日本製品に人気があ る。 ロシア人の 

日本への関心の 高さを反映して・ 来日 

するロシア人留学生の 数も着実に増え 
  

ている ( 因 め。 ロシアからの 人材および             
技術リソース 導入は今後の 日本の競争 ロシア人 : 資源と将来性の 相関 日本人人材と 将来性の相関 

力 * ; ぽ きのためにもプラスの 要素となる。 
ちなみに米国や 欧州ではⅣ分野でロシアの 人材を活発 2. 結果の要約 

に 取り入れており ，検索エンジンの GOo@gle や E コマー り 日本とロシアの 嬰係 の認識 
スの PWP 目など株式市場で 成功した企業も 多 桟 そこ 日本とロシアの 関係の認識について ，累積ポイント 

で ロシアからの 技術系人材導入について 下記の要綱でア で比較したところ ，ロシア人は 日本と付き合うメリット 

ンケート およ 0 ㍉ンタビュ一調査を 実施し一連の 調査結 について将来性の 高さを，日本人は 市場規模の大きさを 

果の分析を行っ プ ㌔ 描商 している 個 ②。   回答を要素別に 回帰分析したところ ，ロシア人の 回 

]. 課査 研究の万法 各 で将来性については 資源と正の相関関係 肋 S, また， 日 

方法及び言語はロシア 語・日本語でそれ・ぞれの 訳を 本人の回答で 按 将来性については 人材と正の相関関係が 

配置した， 蜘 議親 は安 X)5 年 2-3 月であ る。 実施対象 あ ることがわかる。 ロシア人は日本との 将来性を資源に 

としてロシア 側は倶 f) 社会経済生産性本部による 中小企 着目して考えており ，日本人はロシアの 将来桂を人材に 

業 経営の訪日研修 団 および日本とのビジネスに 携わる ロ 関連して考えている。 ロシアの 樹弗 3 よぴ 人材ポテンシ 
シア人に対して 実楓 さらに日本側のと 樹象 として 北 ヤルについて 日本人に質問したところ ，航空・宇宙， お 

l@@y@@@@@T@@@@@@o@LJ@Stt@'@fc'''@@@ よび Ⅱ人材という 巨塔が 1 . 2 位を占めれロシアの 

ク 一九の社会人学生的名に 対して同様な 質問を実施し 技術については 宇宙ステーションの 建設と運用，核融合 

た め 技術の研究開発など 日本でも評価されている 國 。 

調査は ゴ ( 拐 l 」して下記の 4 部の質問から 構成される。 2) ロシアの 技街 リソースの日本での 利用 
第 Ⅰ 部 回答者とその 所属組織について ( 日本人，ロシア 日本企業でのロシアのテクノロジ 一の利用 3 次 況 を調 

ん べたところ図のような 事例が認められた ( 図 ③。 事例によ 

第 2 部 巨 暦者個人による 日本とロシアの 関係の認識に ると，ロシアの 基礎技 @ や軍事技術などのコア 技術を応 

ついて (   屈 して日本の多ぐの 先端企業が民生製品をつくりあ げて 

第 3 部技術経営と 日本的経営について ，回答者の見解 いる。 何 としてⅠ キ 東京精密が軍事レーサニ・を 転用して 

    計測器をロシアと   合同で開発した - もの，Ⅱ松襲 伯護肋笘ロ 

第 4 部 イ / ベ一 。 ョンと 起業。 っ 。 ", " 答者 " 見解 シア軍の発動式を 取り入れたコージェネレーション 機 
    器を開発した 例 味の素がロシア 企業 AG 田 と合弁で ア 
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が 改善されてきたことがわかる。 従来，日本企業はロシ 

ア製品の品質の 悪さを 鍵 ましてロシア 進出を警戒してき 

 
 

 
 

 
 

たが，最近の 品質べの意識の 高まりにより 日本企業の ロ 

・ ノ アでの生産活動にも 余地が出てきたものと 思われる。 

5) 口オネコ経営について 

日本部経営についての 見解は，従業員の 長期雇用は 

会社の為にならないと 思げ ロシア人が㏄ %( 日本人は 

0%) おり，会社の 為になるという 人数を上回っていね 

このように日本とは 大きな隔たりがあ り，これは崩壊前 

の旧ソ連時代から 定着している 人材のマイバレーション 

現象が，現在のロシアにも 依然として残っているという 

印象を ぅ け れ ロシア人回答者の 所属する企業の 従業員 

の平均勤続期間は ] ～ 3 年の短期の雇用者が 半数であ っ 

㌔日本人では 10 年以上が半数以上いるのに 対し，ロ 

シア人の短期的な 傾向が明らかになる。 ロシア人の雇用 

が 長期化しない 要因として，ロシア 人回答者からのコメ 

ントとして 4% 艶 志向が強く雇用が 定着しないことが 理由 

( 図 4) ロシアおよび 日本の物づくりの 手本とする 国 

順位 コシア八回答 日本人回答 

Ⅰ佳 日本 ドイ ・ ソ 

  

にあ げられていた l 日ソ連時代には 優秀なま 好 持 @ は職を 
求めて転職を 繰り返すという 慣例があ ったが 固 ，現在も 

ロシア人の輔 祷 忘却 さ槻 している。 むしろ労働市場の 

自由 ィヒと 洲の自由化を 背景に，この 傾向が強まっ 
ていることが 想 、 足される。 
上記からロシア 人の雇用に関しては ，労働力の流動 

， 注が作用して ，日本（の優秀な 技術人材の招牌 に 。 可且ピ   
があ ることがわかる。 

6) イノベーションと 起案について 

最後に技術の ェグ ジット ( 投資回収 ) 先 としてべンチ 

ャ @ の起業は盛んであ るか質問し ま ここの質問について 

は，起業は盛んだと 居、 うという回答がロシア 人には 76% 

であ っ㌔逆に，日本人では 起業は盛んでないという 回 

答が㈲ 払 だっねこの質問でも ，日ロの意識の 差が非常 
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にきねだっている ( 図 5) 。 
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対してもロシア 人はⅠ㏄ 払 全員が「いる」と 回答してい 

るのに対し日本人ば 鍋 %0 回答しかなかっとさらに 

ロシア人には 自分で起業しようと 考えた人は 95% だっ 

たことに対し ，日本人では 自分で起業しょうと 考えたこ 

とがあ る人は繋が たっ 7% 

イ ノバーションと 起業について 日本人とロシア 人に 

大きな認識の 開きがあ ることが判明しねロシア 人はア 

ントレプレナーシップがあ り，自ら起業することでイノ 

ベーションを 実現しょうとしている。 これに対して ， 日 

本人はむ 1, ろ 自分の所属する 企業や %tl 織 内で イ / ベーシ 
コ ンを起そうと 考えている。 この点からも ，日本とロシ 

アの埋忠的な 組み合わ辻でⅠ 由 ロシア人アントレプレナ 

一の売り込む 技術シーズを 日本の大企業が 製品にとりい 

れるという形が 適切と思われる。 

Ⅲ．まとめと 今後への提言 

本調査研究では ，海外からのハイテク 人材および技 

術導入にっ。 て 中国，インドと 同様に有望視されている 

ロシアの例をあ げて論じ厄日本では 労働力の量から 質 

への変換が急 要 とされており ， 樹ン イテク産業におい 

て，海外からの 技術人材の導 ノ ㎏ 5 課題となっている「 6L 。 

今回はロシアとの 技術パートナージッ プ について取り 上 

げ，実務・政策的に 解決策を提言することで 今後の日本 

の 競争力強化，景気浮揚を 目的としている。 

日本とロシアを 事例にあ げた先行例は 少なく，果た 

して日本がロシアと 効率的な技術パートナ ト シップを樹 
立していくことが 可能力平ま疑問があ ったが， 討苦 果か 
ら，日本とロシアの 間では，民間レベ / イ ) 交満ゴ 再発化 
していることがわかる。 従来は政治的，経済的に 関係の 

薄かった 日 ; 本と ロシアだが，ロシアから 日本へ年々より 

多くの技術人材および 留学者が来日するようになって お 

り，ロシアとの 行き来も活発になってきている。 日本企 

業 でもロシアの 技術リソースが 導メ 、 され始めている。 企 

業レベルでの 人材面での活用も 進んでおり，多くの ， 伍 寸描 

企業でロシアの 要素技術を取り 入れた製品開発力 漸 了われ 

ていることがわかる。 

さらに，ロシア 人は日本を物作りの 手本と考え ， 多く 

のロシア人が 日本との技術提携を 期待している。 ロシア 

人の日本への 期待は主に，日本からの 技術援助と日本製 

品の売がとみにあ る。 まだ，ロシアでは 起業家精神が 高 

まっており，日ロの 提携には日本の 物作りの学習も 望ん 
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ロシア人ロ 廿 

げ - ぬ @ @% Ⅰ㌧ Ⅰ @ え 
甘 * 人ロ 笘 

                  "" 乙 " 一 ""   

1  」 -- "  ,"  一一 ,"  。 " " Ⅰ 
でいることがわかる。 よって，パートサⅠ - としては，目 

木の 襲昔業 との組み合わせとしてもうまく 機 結する可能 

性があ る。 ロシアの起業家と 日本の大企業もしくは 大企 

業スピンオフという 組み合わせも 石勒であ る。 ロシアの 

ハイテク人材および 技術導入は今後の 日本の競争力強化 

のためにも有効な 要素であ る。 今後も継続的な 調査をし 

ていくことで 新たなモデル 構築を目指していくことが 課 

題 となる。 

諾辛 

今回の調査研究を 遂行するにあ たり ( 財 ) 社会経済生 

産 注本目 鞍 5 よ びアンケート ，インタビュ 一に回答してく 

。 " 。 。 榊 "'"""   """""""""" 
大学の社会人学生と 同志社大学ビジネススクールの 社会 

人学生をむ 譲 射の意を表明した、 ㌔ 

@Wffi 
[ 皿 AP,EC 首脳会合の際の 小泉総理と カシ ヤノフ・ロシア 

首相の会談 

htt が /yWWw.Innr ぬ，ぎ Ⅰ び皿 0 伍 Ⅰ 瓜 ㎡ da ㎡ 旺 k 己 ap ㏄ ゴツ 
'"""""'""""" 。 
ロ 大田憲司，ロシアの 科珪 % 安 術 に学べ，技術と 人間， 6, 
戎 ・ 笈 Ⅹ 1 ㏄ め 
[3]Ya 由 ㏄． H, bmWa 面 n ㎝ dEntr 犯 mneW 蕊革あ r 
Su ぬぬ nableeD! ㎎㎏ 皿 ent P ㏄㎡五節 而 は IEEE 

田 MC, 2, 7 羽 -7 羽㎝ め 
田 欧州復興開発銀行， % 行 レポ @ ト 
llm) ソ低 W ℡ 卍わ 1.(1   Ⅱ )1llA Ⅱ H 八 l 「 h 旦 山主上皿 1  (lf は )9) 
[5M 小体俊哉，ソ 連崩壊後のロシアの 科学，コーラシ ァ研 

究 ， 31, 10-16 ㎝ 必 ) 
回 ( ぽ ) 社会経済生産性 本舐 少子・高齢社会 咄ソ購ォ 
リソース導入に 関する調査研究， 15-%""") 

  


